
火曜日(令和8年)20中   部   経   済   新   聞

―
プ

ン

カ
レ
ツ
ず

昨
年
３
月
に
日
本
デ
ザ
イ
ン

学
会
第
３
支
部
研
究
発
表
会
の

会
場

（金
城
学
院
大
学
）
で
、

企
業
展
示
と
し
て
加
藤
数
物

（本
社
豊
川
市
）
の

「ヒ
ト
デ

ブ
ラ
ケ
ッ
ト
」
の
展
示
を
行
っ

た
。
建
築
虫
ア
ザ
イ
ン
系
大
学

へ
の
教
材
と
し
て
の
告
知
が
目

的
で
あ
っ
た

（写
真
上
）
。
形

の
原
理
は
フ
ラ
ー
ド
ー
ム
で
あ

る
。
フ
ラ
ー
ド
ー
ム
と
は
、
数

学
者
で
あ
り
、
建
築
家
の
バ
ッ

ク
ミ
ン
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ー

（１

８
９
５
，
１
９
８
３
）が
、４７
年

に
考
案
し
た
ド
ー
ム
で
あ
る
。

形
の
異
な
る
三
角
形
フ
レ
ー
ム

を
用
い
、
球
体
状
に
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
最
小
の
材
料
で

最
大
の
空
間
を
作
り
出
せ
る
構

造
物
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
材
同
士
を
つ
な
ぐ
の

が
、
加
藤
晶
平
氏
が
考
案
し
た

ヒ
ト
デ
型
の
ブ
ラ
ケ
ツ
ト
で
あ

る
。
ヒ
ト
デ
型
は
５
本
接
続
と

６
本
接
続
の
、
２
種
類
の
部
品

で
構
成
さ

れ
て
い
る

（
写
真

下
）
。
グ
ラ
ケ

ッ
ト
の
構
造
は

極
め
て
シ
ン
プ
ル
で
、
厚
み
１

リミ
の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
の
打
抜

き
プ
レ
ス
で
で
き
て
い
る
。
木

製
部
材
は
長
さ
の
異
な
る
２
種

類
の
部
材
を
用
意
す
る
。
部
材

の
端
部
に
２
本
の
ビ
ス
止
め
で

固
定
す
る
、
ピ
ン
構
造

（部
材

が
相
互
回
転
可
能
な
接
合
）
で

あ
る
。
１
リミ
厚
の
鋼
板
の
剛
性

で
わ
ず
か
に
湾
曲
す
る
こ
と
に

よ
り
、
球
体
状
に
追
従
し
た
形

に
変
形
す
る
。
組
立
は
頂
点
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
第
一
層
か
ら

二
層
・
三
層
へ
の
三
段
階
で
組

み
立
て
、
重
機
を
使
う
こ
と
な

く
、
人
力
の
み
で
立
体
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
シ
ン
プ
ル
な
部
品
な

が
ら
、
材
料
の
特
性
と
加
工
法

が
一
致
し
た
秀
作
と
言
え
る
。

部
材
を
木
材
・紙
管
・竹
・間

伐
材
な
ど
に
替
え
る
こ
と
で
、

ド
引
ム
制
作
者
の
構
造
物
の
テ

ー
マ
を
作
り
出
す
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
部
材
の
長
さ
や

ブ
ラ
ケ

ッ
ト
数
を
増
や
す
こ
と

で
、
空
間
の
大
き
さ
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
創
意
工
夫
で

き
ま
ざ
ま
な
展
開
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
学
生
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
も
ぜ
ひ
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て

い
る
。

加
藤
数
物

の
社
名

の
由
来

は
、
数
学
と
物
理
の
教
材
の
製

作
が
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
こ
で

も
の
づ
く
り
産
業
の

今
後
を
考
え
る

た
き
も
と
。
な
り
ひ
と
　
専
門
は

工
業
デ
ザ
イ
ン
。
名
古
屋
工
業
大
学

大
学
院
博
士
後
期
課
程
社
会
工
学
専

攻
修
了
。
博
士

（工
学
）。

握慇婆碧諄琴甲夢撃痛繁授
滝本 成人

6 木の端を   ,dnt 5
合わせる位置

(長穴)

ス リ

培

っ
た
金
属
加
工
を
生
か
し
、

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
金
属

部
品
の
製
作
に
至

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
下
請
け
の
構
造
か
ら

脱
却
の
目
的
で
、
こ
の
自
社
ブ

ラ
ン
ド
「
ヒ
ト
デ
ブ
ラ
ケ

ッ
ト
」

の
開
発
に
至

っ
た
。
成
功
例
の

」
つ
と
い
え
る
。

こ
の
地
域
は
言
わ
ず
と
知
れ

た
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積

地
で
あ
る
。
巨
大
産
業
の
も
の

づ
く
り
を
支
え
る
た
め
に
は
、

高
度
に
専
門
化
さ
れ
た
分
業
体

制
が
必
要
と
な
り
、
生
産
技
術

の
発
展
に

つ
な
が

っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
優
れ
た
自
社

技
術
か
ら
（
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の

商
品
化
に
つ
な
げ
て
い
る
実
例

は
極
め
て
少
な
い
。
自
社
努
力

の
限
界
が
見
え
て
く
る
。
商
品

開
発
に
は
技
術
に
精
通
し
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
不
可
欠
で
あ
る
。

行
政
支
援
と
デ
ザ
イ
ン
団
体
の

協
力
体
制
を
模
索
し
て
い
る
。
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